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1 目的 
近年、高等教育中退が問題視されるようになっている。だが日本では、大規模データ

での中退規定要因の研究蓄積が十分ではない。さらに、Eckland(1964)や Sewell and 
Shah(1967)などにおいて重要な規定要因の一つとされた出身階層に関して、その影響

を検討した研究は日本ではほとんど行われていない。本研究では、出身階層が高等教育

の中退選択に与える影響をより正確に検討することを目的とする。 
2 方法 
 最終学校の中退および出身階層を変数として含む、複数の大規模全国調査（SSM, 
JLPS, JGSS）のマージデータを使用した。高等教育中退を被説明変数、出身階層を説

明変数として、プロビットモデルによって検証をおこなった。なお、大学進学機会にみ

られるセレクションバイアスを補正したプロビットモデルも推定した。 
3 結果 
 1959 年以前の出生コーホートについては、高校中退には出身階層による大きな格差

がみられた。他方、高等教育からの中退では、非熟練ブルーカラー層と自営業層の出身

者においてのみ、中退が起こりやすいという結果が得られた。1960 年以降出生コーホ

ートについては、高校中退も大学・短大の中退も、出身階層による影響は大きく減少し

た。しかしながら、セレクションバイアス補正後には、隠れた階層差が顕現した。 
4 結論 
 大学・短大への進学を経て同質的になっているために、中退率の階層差は見えにくい

ものとなっているが、実のところいまなお存在することが明らかにされた。高等教育か

らの中退にみられる社会的不平等の精査が求められる。 
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